



The relationship between the heteronomous image  
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男性（394名） 53.1 (63.7) 43.6 (36.3)
女性（407名） 46.9 (54.5) 56.4 (45.5)
【年齢（χ2=0.27, df=1, n.s.）】
21歳以上（443名） 54.5 (58.2) 56.4 (41.8)
20歳以下（358名） 45.5 (60.1) 43.6 (39.9)
【クラブ・サークル等（χ2=11.79, df=1,p<.001）】
所 属（410名） 56.2 (64.9) 43.9 (35.1)
無所属（391名） 43.8 (52.9) 56.1 (47.1)
【学部（χ2=8.81, df=1,p<.01）】
体育・スポーツ系（102名） 15.6 (72.5)   8.5 (27.5)
体育・スポーツ系以外（699名） 84.4 (57.1) 91.5 (42.9)
【スポボラ参加経験（χ2=30.71, df=1, p<.001）】
参加経験あり（207名） 33.0 (75.4) 15.5 (24.6)
参加経験なし（594名） 67.0 (53.4) 84.5 (46.6)
【スポボラ以外参加経験（χ2=0.01, df=1, n.s.）】
参加経験あり（414名） 51.8 (59.2) 51.5 (40.8)
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